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① 初期症状の把握から緊急時の対応までの体制整備を図ること。 
・衛生管理者などを中心に、事業場としての管理体制を整え、必要なら熱中症予防管理者の選任も

行いましょう。 

・体調不良時の休憩場所や状態の把握、悪化時に搬送する病院や緊急時の対応について確認を行い、

周知しましょう。 

② 暑熱順化が不足していると考えられる者をあらかじめ把握し、きめ細やかな対応をすること。 
・その年、はじめての夏日などは特に注意が必要です。事前に天気予報などで温度変化の気象情報

を把握し備えましょう。 

・暑さに慣れるまでの間は十分に休憩を取り、1週間程度かけて徐々に身体を慣らしましょう。特

に、入職直後や長期休暇明けの方は注意が必要です。 

③ WBGT 値を把握してそれに応じた適切な対応を講じること 
・JIS 規格「JIS B 7922」に適合した WBGT 指数計を準備しましょう。 

・WBGT 指数計で作業場所の数値を把握し、値に応じた効果的な対策を講じましょう。 
 

★熱中症を予防するため 

労働衛生の３管理（作業環境管理・作業管理・健康管理）について 

関係するすべての人（事業者・安全衛生担当者・関係労働者）に 

予防するうえで必要な正しい知識について 

労働衛生教育を確実に行い、 

熱中症予防対策に関する「無知・無理・無視・過信」をなくしましょう！  

 

 

 

 

必要最低限ではなく、よりよい安全衛生活動を推進しましょう！ 
（R0503） 

☝熱中症を予防するため 

準備期間中（暑くなりはじめる前）に 

季節を先取りした対策をしましょう!! 

すべての職場で、３つの重点的対策の徹底をお願いします！ 

 

 

 令和５年５月～９月 

Better Health and Safety from SYONAN-HIRATSUKA 
～よりよい安全衛生活動を！～ 


